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み，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：線維筋痛症に対する物理療法の介入効果 メタアナリシスによる検討．理学

療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): O-MT-13-6, 2017 

2. 片岡英樹，池本竜則，吉村彩菜，後藤 響，山下潤一郎，森田 馨，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：保存療法

を施行した脊椎圧迫骨折患者の離床開始前後における活動量の変化が多面的アウトカムにおよぼす影響 腰背部

痛，ADL 能力，精神心理面，椎体圧潰に着目して．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): 
O-MT-19-1, 2017 

3. 吉村彩菜，片岡英樹，後藤 響，森田 馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：大腿骨近位部骨折術

後患者の ADL 能力の獲得と痛みの多面性の関連性．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): 
P-MT-03-3, 2017 

4. 中島駿平，片岡英樹，青木秀樹，後藤 響，縄田 厚，神谷志郎，坂本淳哉，中野治郞，山下潤一郎，今村由起

夫，沖田 実：重篤な関節可動域制限を呈した障害高齢者に対するベルト式骨格筋電極刺激法（B-SES）の即時効

果の検証．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): P-MT-48-5, 2017 

5. 佐々木遼，坂本淳哉，近藤康隆，濱上陽平，佐々部陵，本田祐一郎，中野治郞，沖田 実：ラット膝関節炎の急

性期に対する寒冷療法のメカニズムに関する検討．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): 
O-KS-08-2, 2017 

6. 中林紘二，坂本淳哉，片岡英樹，近藤康隆，濱上陽平，本田祐一郎，中野治郞，沖田 実：不動ならびにその過
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程で実施する持続的他動運動が患部の炎症や二次性痛覚過敏におよぼす影響 ラット膝関節炎モデルを用いた実

験的研究．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): O-KS-08-3, 2017 

7. 田中なつみ，本田祐一郎，片岡英樹，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：不動化したラットヒラメ筋における筋核

数の変化がマクロファージの動態におよぼす影響．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): 
O-KS-17-1, 2017 

8. 本田祐一郎，松崎健一，田中なつみ，片岡英樹，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：電気刺激を用いた単収縮と強

縮のコンビネーションプログラムが筋性拘縮と廃用性筋萎縮におよぼす影響．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本

理学療法学術大会抄録集): O-KS-17-3, 2017 

9. 大賀智史，濱上陽平，片岡英樹，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：足関節不動モデルラットにおける筋痛の発生

メカニズムの検討－神経成長因子と末梢神経の経時変化に着目して－．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療

法学術大会抄録集): P-KS-28-3, 2017 

10. 宮﨑成美，米澤武人，名倉弘樹，本田祐一郎，神津 玲，羽島厚裕：ICU 獲得性筋力低下患者に対する回復期リ

ハビリテーションの治療介入効果．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): P-RS-13-4, 2017 

11. 山口晃樹，平瀬達哉，小泉徹児，井口茂：一般急性期病院におけるフレイルを有する高齢入院患者の特徴．理学

療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): P-TK-20-1，2017 

12. 中野治郞，石井 瞬，福島卓矢，夏迫歩美，鋤崎利貴，坂本淳哉，沖田 実：保存療法を行うがん患者の運動機

能と身体・精神症状に対する低強度運動の効果 －Performance Status 別での検討－．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52
回日本理学療法学術大会抄録集): O-DM-02-2, 2017 

13. 福島卓矢，石井 瞬，中野治郞，夏迫歩美，鋤崎利貴，坂本淳哉，沖田 実：血液がん患者の運動機能および身

体・精神症状に対する低強度運動療法の効果．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): 
O-DM-02-3, 2017 

14. 平瀬達哉，片岡英樹，井口 茂，中野治郞，坂本淳哉，沖田 実：慢性痛を有する高齢者に対する運動介入と患

者教育指導を併用した介護予防プログラムの効果検証 ランダム化比較試験．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本

理学療法学術大会抄録集): O-YB-04-5, 2017 

15. 飯野朋彦，平瀬達哉，井口茂：地域在住高齢者の誤嚥リスクと運動機能，心理面，栄養状態との関連．理学療法

学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): P-YB-03-1, 2017 

16. 井口茂，磯ふみ子，平瀬達哉，田中悟郎，沖田実，東登志夫：文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プログ

ラム」における実習モニタリング導入の試み．理学療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): 
O-ED-03-2，2017 

17. 平瀬達哉，磯ふみ子，沖田実，東登志夫，田中悟郎，井口茂：文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プログ

ラム」における臨床実習の充実を図る学部教育の取組みが職業的アイデンティティの形成におよぼす効果．理学

療法学 44 Suppl 2 (第 52 回日本理学療法学術大会抄録集): P-ED-06-4，2017 

18. 梶原康宏，石川空美子，佐々木遼，本田祐一郎，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：ラット膝関節炎発症直後から

の早期運動介入による痛み軽減メカニズムの検討．日本運動器疼痛学会誌 9(3): 36, 2017 

19. 大賀智史，本田祐一郎，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：不動性筋痛の発生メカニズムの検討－マクロファージ，

神経成長因子，末梢神経の変化から－．日本運動器疼痛学会誌 9(3): 41, 2017 

20. 佐々木遼，坂本淳哉，近藤康隆，中野治郞，沖田 実：ラット膝関節炎の急性期における寒冷療法の適応温度の

違いが腫脹や痛みにおよぼす影響．日本運動器疼痛学会誌 9(3): 42，2017 

21. 片岡英樹，池本竜則，後藤 響，吉村彩菜，柿田徹郎，森田 馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：

脊椎圧迫骨折患者の受傷後初期の痛みの破局的思考が運動機能や身体活動量の回復におよぼす影響．日本運動器

疼痛学会誌 9(3): 50，2017 

22. 後藤 響，片岡英樹，吉村彩菜，森田馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：術後痛が日本運動器疼

痛学会誌 9(3): 60，2017 

23. 平瀬達哉，片岡英樹，中野治郞，坂本淳哉，沖田 実：地域在住高齢者のフレイルが痛み，ADL，身体活動量に

およぼす影響．日本運動器疼痛学会誌 9(3): 69，2017 

24. 中野治郎: 一次侵害受容ニューロンのメカニズム. Pain Rehabilitation 7(2): 40-41, 2017 

25. 佐々木遼，坂本淳哉，近藤康隆，濱上陽平，佐々部陵，本田祐一郎，中野治郎，沖田 実：寒冷療法の痛み軽減

メカニズムの検討－ラット膝関節炎モデルを用いた実験的検討－．Pain Rehabilitation 7(2): 63, 2017 
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26. 本田祐一郎，濱上陽平，片岡英樹，福島卓矢，大賀智史，佐々木遼，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：線維筋痛

症患者に対する物理療法の効果検証－メタアナリシスを用いた検討－．Pain Rehabilitation 7(2): 68, 2017 

27. 片岡英樹，池本竜則，後藤 響，吉村彩菜，森田 馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：脊椎圧迫

骨折患者の受傷後初期の痛みの破局的思考が運動機能や身体活動量の回復におよぼす影響．Pain Rehabilitation 7(2): 
68, 2017 

28. 後藤 響，片岡英樹，吉村彩菜，森田 馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：術後痛が残存する大

腿骨近位部骨折患者の術後早期の特徴について－多面的評価からの検討－．Pain Rehabilitation 7(2): 76, 2017 

29. 近藤康隆，松崎敏朗，石丸将久，吉田佳弘，縄田 厚，片岡英樹，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：視覚および

聴覚フィードバックを用いた大腿四頭筋の等尺性筋収縮運動が人工膝関節置換術後早期の痛みや運動機能，ADL
におよぼす影響．Pain Rehabilitation 7(2):83, 2017 

30. 石川空美子，梶原康宏，佐々木遼，濱上陽平，本田祐一郎，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：関節炎発症直後か

らの早期運動介入による疼痛軽減効果のメカニズムの検討－脊髄における中枢性感作への影響－．Pain 
Rehabilitation 7(2): 93, 2017 

31. 神津 玲：J-PAD ガイドラインを利用した早期リハビリテーションの実際．日本集中治療医学会雑誌 24 Suppl: 
EL32, 2017 

32. 鵜澤吉宏，神津 玲，飯田有輝，小幡賢吾，小松由佳，髙田順子，高橋哲也，森沢知之，横山仁志，讃井將満：ICU
での早期離床をテーマにした多職種対象実践セミナーの紹介と今後の課題．日本集中治療医学会雑誌 24 Suppl: 
SY10-1, 2017 

33. 神津 玲，安藤守秀，飯田有輝，宇都宮明美，尾崎孝平，小幡賢吾，小松由佳，高橋哲也，西田 修，山下康次：

早期離床（総論）．日本集中治療医学会雑誌 24 Suppl: SY20-1, 2017 

34. 安藤守秀，神津 玲，有薗信一，花田匡利，横山仁志：早期離床のためのエキスパートコンセンサス，呼吸理学療

法．日本集中治療医学会雑誌 24 Suppl: SY20-2, 2017 

35. 小幡賢吾，高橋哲也，安藤守秀，飯田有輝，尾崎孝平，神津 玲，小松由佳，西田 修，山下康次，宇都宮明美：

早期リハビリテーションの禁忌，開始基準 ･ 中止基準．日本集中治療医学会雑誌 24 Suppl: SY20-3, 2017 

36. 小松由佳，安藤守秀，飯田有輝，尾崎孝平，小幡賢吾，神津 玲，山下康次，西田 修，宇都宮明美，高橋哲也：

早期離床に係わる職種の役割．日本集中治療医学会雑誌 24 Suppl: SY20-4, 2017 

37. 花田匡利，及川真人，名倉弘樹，森本陽介，矢野雄大，福島卓矢，松本周平，東島 潮，関野元裕，神津 玲：

移植医療と呼吸理学療法．日本集中治療医学会雑誌 24 Suppl: SY22-1, 2017 

38. 神津 玲：ARDS 患者への理学療法の早期介入．日本呼吸器学会誌 6 (増刊号): 25, 2017 

39. 神津 玲：急性期・急性期からの回復期の呼吸リハビテーション．日本呼吸器学会誌 6 (増刊号): 56, 2017 

40. 神津 玲，井上恒平，山下正太郎，佐々部陵，及川真人，花田匡利，名倉弘樹，関野元裕，山下和範，田﨑 修：

当院における救急・集中治療領域の早期リハビリテーション：現状と今後の展望．日本臨床救急医学会雑誌 20 (2): 
246, 2017 

41. 神津 玲：非 COPD 患者に対する呼吸リハビリテーションの動向 (Pulmonary rehabilitation for respiratory diseases 
other than COPD)．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 110s, 2017 

42. 神津 玲，及川真人，花田匡利，名倉弘樹，坂本憲穂，迎 寛：呼吸リハビリテーションの動向．日本呼吸ケア・

リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 127s, 2017 

43. 玉木 彰，神津 玲：司会の言葉．ワークショップ 3「エキスパート理学療法士ミーティング」．日本呼吸ケア・

リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 129s, 2017 

44. 塩谷隆信，神津 玲：：司会の言葉．ワークショップ 6「呼吸筋トレーニングの現状と未来－その進歩と普及を中

心に－．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 135s, 2017 

45. 田中貴子，神津 玲，Reid WD：呼吸筋トレーニングの臨床的意義と課題．日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会誌 27 Suppl:136s, 2017 

46. 俵 祐一，有薗信一，大城昌平，森下一幸，花井 聡，岡田芳郎，藤島一郎，神津 玲：呼気筋トレーニング（EMT）
の臨床的有益性－高齢者における咳嗽および摂食嚥下機能の視点から－．日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会誌 27 Suppl: 137s, 2017 

47. 森下辰也，陶山和晃，板木雅俊，角野恭子，阿南裕樹，田中貴子，神津 玲：NHCAP 患者と CAP 患者の身体的

特性とリハビリテーション介入による変化．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 177s, 2017 
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48. 濱部美子，勝田朱理，板木雅俊，宮城昭仁，角野恭子，田中貴子，神津 玲：介護保険サービスを利用し在宅生

活を継続している高齢 COPD 患者の 1 例．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 187s, 2017 

49. ウヒョンジェ，片岡英樹，山下潤一郎，今村由紀夫，田中貴子，神津 玲：高齢肺炎患者の栄養状態と運動機能

ならびに日常生活動作との関連性．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 198s, 2017 

50. 角野 直，森内惠郁，山下はるか，伊東 宏，北川知佳，出川 聡，力富直人，神津 玲：慢性呼吸器疾患患者

における呼吸困難に伴う鼻汁や尿意・便意の実態調査．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 199s, 
2017 

51. 原 広大，松野香里，平田修己，陶山和晃，角野恭子，田中貴子，神津 玲：TPPV 離脱から職場復帰を果たせた

重症 COPD の 1 例．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 281s, 2017 

52. 田中貴子，神津 玲，俵 祐一，千住秀明，真崎宏則：地方都市における呼吸リハビリテーションの地域内連携

に向けた活動．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 27 Suppl: 282s, 2017 

53. 小関弘展, 松林昌平，尾﨑 誠：ラット不動性骨萎縮モデルの 3 次元骨微細構造変化．Jpn J Rehabil Med 54 (特別号): 
S107, 2017 

54. 小関弘展, 松林昌平，尾﨑 誠：内側型変形性膝関節症の荷重正面 X 線像における内側関節裂隙．Jpn J Rehabil Med 
54 (特別号): S113, 2017 

55. 樋口隆志，小関弘展，砂川伸也，野口智恵子, 米倉暁彦, 尾﨑 誠, 沖田 実：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨

切り術の X 線学的比較検討．Jpn J Rehabil Med 54 (特別号): S117, 2017 

56. 江島美希，大石勝規，杉本紘介，花木 瞳，山口雅則，岩永 斉，小関弘展：単純 X 線画像を用いた踏み込み角度

による距腿関節角度の検討．Jpn J Rehabil Med 54 (特別号): S117, 2017 

57. 小関弘展, 樋口隆志, 砂川伸也, 尾﨑 誠, 沖田 実, 米倉暁彦：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切り術の臨床成績

と X 線学的評価．日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会誌 42(4): S358, 2017 

58. 米倉暁彦, 岡崎成弘, 千葉 恒, 小関弘展, 尾﨑 誠,：患者立脚型評価による脛骨顆外反骨切り術(TCVO)の治療成績．

日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会誌 42(4): S358, 2017 

59. 野口智恵子, 小関弘展, 樋口隆志, 砂川伸也, 沖田 実, 尾﨑 誠：コバルトクロム摩耗粉は表皮ブドウ球菌のインプ

ラント表面への付着を抑制する．日本整形外科学会雑誌 91(8): S1544, 2017 

60. 小関弘展, 野口智恵子, 樋口隆志, 砂川伸也, 尾﨑 誠, 沖田 実：バイオクリーン室内での単独歩行と集団歩行によ

る発塵比較．日本整形外科学会雑誌 91(8): S1544, 2017 

61. 小関弘展，野口智恵子，砂川伸也，本田祐一郎，佐々部陵，坂本淳哉，樋口隆志，尾﨑 誠，沖田 実：ギプス外

固定による不動性骨萎縮の皮質骨微細構造の経時的変化．日本関節病学会誌 36(3): S293, 2017 

62. 小関弘展，樋口隆志，砂川伸也，野口智恵子, 米倉暁彦, 尾﨑 誠, 沖田 実：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨

切り術の X 線学的評価・臨床成績の比較．日本関節病学会誌 36(3): S336, 2017 

63. 小関弘展，野口智恵子, 樋口隆志，砂川伸也，尾﨑 誠, 沖田 実：垂直層流バイオクリーン室内での単独歩行と

集団歩行による発塵比較．日本関節病学会誌 36(3): S343, 2017 

64. 中畑修平, 三重野志保, 寺尾瞳, 鶴崎俊哉：ハイハイ動作における身体各部位の使い方に関する経時的変化 - ハイ

ハイ動作分析基準を用いて -．小児保健研究 76 Suppl: 240, 2017 

65. 高橋亜衣子, 三重野志保, 寺尾瞳, 夏迫歩美, 鶴崎俊哉：ハイハイ動作の経時的変化に関する検討 - ハイハイ動作

分析基準を用いて -．小児保健研究 76 Suppl: 240, 2017 

66. 井口茂，平瀬達哉，磯ふみ子，田中浩二，東嶋美佐子，田中悟郎：文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プ

ログラム」における地域包括ケア人材養成の取り組みについて－リハ専門職を中心に－．リハビリテーション・

ケア合同研究大会久留米 2017 抄録集: P21-05，2017 

67. 磯ふみ子，平瀬達哉，井口茂，田中悟郎，東登志夫：文科省「課題解決型高度医療人材養成プログラム」事業に

おける長崎大学の取組－臨床指導者養成教育コースの効果－．日本作業療法学会抄録集: PR-2G04, 2017 

68. 沖田 実: 拘縮に対するリハビリテーション戦略. 第 20 回山梨県理学療法士会学術集会誌: 17, 2017 

69. 中川晃一，片岡英樹，後藤 響，山下潤一郎，中野治郞，坂本淳哉，縄田 厚，沖田 実：B-SES による筋力ト

レーニングと温熱刺激の併用効果－若年健常者を対象とした予備的検討－．第 4 回日本骨格筋電気刺激研究会学

術集会プログラム・抄録集: 16, 2017 

70. 片岡英樹，中島駿平，青木秀樹，後藤 響，山下潤一郎，坂本淳哉，本田祐一郎，縄田 厚，沖田 実：下肢の
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重篤な関節可動域制限を呈した障害高齢者に対する B-SES と他動運動の併用効果．第 4 回日本骨格筋電気刺激研

究会学術集会プログラム・抄録集: 18, 2017 

71. 田中なつみ，本田祐一郎，片岡英樹，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：筋性拘縮の発生に関わる分子メカニズム

の検討－ラット足関節尖足拘縮モデルを用いて－．第 1 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会プログラ

ム・抄録集: 340, 2017 

72. 青木秀樹，片岡英樹，中島駿平，山下潤一郎，坂本淳哉，本田祐一郎，縄田 厚，沖田 実：下肢の重篤な拘縮

を呈した障害高齢者に対するベルト式骨格筋電極刺激法（B-SES）の長期効果．第 1 回日本リハビリテーション医

学会秋季学術集会プログラム・抄録集: 340，2017 

73. 福島卓矢，石井 瞬，中野治郞，夏迫歩美，鋤崎利貴，坂本淳哉，沖田 実：血液がん患者における貧血が運動・

精神機能、ADL，QOL に及ぼす影響．第 22 回日本緩和医療学会学術大会抄録集: S321, 2017 

74. 石井 瞬, 夏迫歩美, 福島卓矢, 鋤崎利貴, 中野治郞: 保存的治療がん患者のリハビリテーション介入時および退

院時 QOL に関連する要因の検討. 第 22 回日本緩和医療学会学術大会抄録集: S321, 2017 

75. 中野治郞, 石井 瞬, 福島卓矢, 夏迫歩美, 鋤崎利貴, 沖田 実: 化学療法・放射線療法実施中のがん患者に対する

運動療法および薬物療法の効果. 第 22 回日本緩和医療学会学術大会抄録集: : S321, 2017 

76. 福島卓矢，石井 瞬，中野治郞，夏迫歩美，鋤崎利貴，坂本淳哉，沖田 実：血液がん患者の骨格筋量と運動機

能に対する低強度運動療法の効果．第 6 回日本がんリハビリテーション研究会プログラム・抄録集: 40, 2017 

77. 及川真人，花田匡利，名倉弘樹，神津 玲：若手会員のための役立つ症例検討会～間質性肺炎急性増悪例，外科

周術期症例～2 外科周術期症例．第 52 回日本理学療法学術大会プログラム集: 130, 2017 

78. 神津 玲：急性期呼吸リハビリテーション．第 4 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会九州・沖縄支部学術

集会プログラム・抄録集: 12-13, 2017 

79. 真崎宏則，陶山和晃，俵 祐一，田中貴子，神津 玲，朝井政治，北川知佳，千住秀明：COPD の予防：長崎市

における COPD 検診システムによる COPD の早期診断と早期介入の試み．第 4 回日本呼吸ケア・リハビリテーシ

ョン学会九州・沖縄支部学術集会プログラム・抄録集: 14, 2017 

80. 俵 祐一，田中貴子，神津 玲：地方都市型の地域リハビリテーションによる COPD 地域連携モデルの構築．第

4 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会九州・沖縄支部学術集会プログラム・抄録集: 26, 2017 

81. 禹 炫在，片岡英樹，青木秀樹，山下潤一郎，今村由紀夫，神津 玲：高齢肺炎患者の栄養状態の特徴と日常生

活活動能力との関連性．第 4 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会九州・沖縄支部学術集会プログラム・抄

録集: 27, 2017 

82. 田中健一朗，朝井政治，薗田光太郎，平川沙紀，大嶋 崇，神津 玲：高齢者における頚部聴診所見の特性．第 4
回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会九州・沖縄支部学術集会プログラム・抄録集: 29, 2017 

83. 森健太郎，森下辰也，板木雅俊，角野恭子，俵 祐一，神津 玲：喉頭肉芽腫により気管カニューレ抜去困難と

なり，気管切開下での在宅復帰が可能となった COPD の 1 例．第 4 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会九

州・沖縄支部学術集会プログラム・抄録集: 30, 2017 

84. 平田修己，勝田朱理，板木雅俊，宮城昭仁，西中川剛，角野恭子，俵 祐一，神津 玲：作業療法アプローチに

よりトイレ動作が維持できた重症間質性肺炎の 1 例．第 4 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会九州・沖縄

支部学術集会プログラム・抄録集: 31, 2017 

85. 北川知佳，神津 玲，出川 聡，力富直人：慢性呼吸器疾患に対する呼吸リハビリテーション介入のポイント～

ADL・QOL を視野に入れて～．第 78 回日本呼吸器学会・日本結核病学会九州支部春季学術講演会プログラム・講

演抄録: 62, 2017 

86. 神津 玲：重症呼吸不全に対する呼吸リハビリテーション．第 4 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会東海

地方学会プログラム・抄録集: 8, 2017 

87. 森本陽介，矢野雄大，及川真人，花田匡利，小柳 亮，笹口剛志，進藤徳子，関野元裕，松本周平，東島 潮，

神津 玲：LVAD 装着術後に ICU 獲得性筋力低下とともに合併症を繰り返した症例に対する多職種チームの関わ

り．第 1 回日本集中治療医学会九州支部学術集会プログラム・抄録集: 61, 2017 

88. 矢野雄大，森本陽介，福島卓也，脇内麻衣，高橋牧子，野田恵理，山下揚子，谷川和好，三浦 崇，江石清行，

神津 玲：右小開胸による心臓血管外科手術前後の身体及び精神機能の推移．第 23 回日本心臓リハビリテーショ

ン学会学術集会プログラム集: O-020, 2017 

89. 曷川 元，小谷 透，對東俊介，渡辺伸一，大野美香，嶋田正子，劉 啓文，神津 玲，Carol Hodgson：重症患

者における身体活動レベル評価尺度 ICU Mobility Scale 日本語版作成の試み．第 39 回日本呼吸療法医学会学術集会
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プログラム・抄録集: 238, 2017 

90. 陶山和晃，田中貴子，石松祐二，澤井照光，神津 玲：夫からの環境タバコ煙暴露による妻の COPD 発症リスク

に関する検討．第 79 回日本呼吸器学会・日本結核病学会・日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会 九州支部秋

季学術講演会プログラム・講演抄録: 157, 2017 

91. 神津 玲，森下辰也，禹 炫在，田中貴子，石松祐二：誤嚥性肺炎高齢者肺炎の予防：リハビリテーションの立

場から．第 87 回日本感染症学会西日本地方会学術集会，第 60 回日本感染症学会中日本地方会学術集会，第 65 回

日本化学療法学会西日本支部総会，合同開催プログラム･抄録集: 175, 2017 

92. 森本陽介，矢野雄大，福島卓矢，田渕優衣，神津 玲，谷川和好，米倉 剛，河野浩章，前村浩二：Polypharmacy 
が慢性心不全患者の身体機能に及ぼす影響．第 3 回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会プログラム・

抄録集: 42, 2017 

93. 樋口隆志，小関弘展，砂川伸也，米倉暁彦, 尾﨑 誠, 沖田 実：内側型変形性膝関節症に対する高位脛骨骨切り

術と脛骨顆外反骨切り術の臨床成績．第 39 回九州理学療法士・作業療法士合同学会誌: 081, 2017 

94. 伊東 宏，山下はるか，森内惠郁，角野 直，北川知佳，出川 聡，力富直人，神津 玲：薬物療法と積極的な

運動療法，ADL 指導を行い，身体機能と QOL 向上が得られた特発性肺線維症の 1 例．第 39 回九州理学療法士・

作業療法士合同学会誌: 261, 2017 

95. 杉本紘介, 大石勝規, 江島美希, 花木 瞳, 山口雅則, 岩永 斉, 小関弘展：足関節背屈可動域制限の有無が荷重位の

足アーチ構造に与える影響．第 39 回九州理学療法士・作業療法士合同学会誌: 309, 2017 

96. 野口智恵子, 小関弘展, 樋口隆志, 砂川伸也, 沖田 実, 尾﨑 誠：表皮ブドウ球菌の生体材料表面付着に対するコバ

ルトクロム摩耗粉の影響．第 40 回日本骨・関節感染症学会抄録集: S76, 2017 

97. 小関弘展, 野口智恵子, 樋口隆志, 砂川伸也, 尾﨑 誠 , 沖田 実：垂直層流式バイオクリーン室内歩行による塵埃

拡散．第 40 回日本骨・関節感染症学会抄録集: S91, 2017 

98. 樋口隆志, 小関弘展, 砂川伸也, 米倉暁彦, 沖田 実, 尾﨑 誠：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切り術の X 線所

見と臨床成績．第 5 回日本運動器理学療法学術大会抄録集: S99, 2017 

99. 李 瑛煕，寺尾瞳，三重野志保，鶴崎俊哉：ハイハイ動作獲得過程における上下肢動作の左右差について．日本

赤ちゃん学会第 17 回学術集会プログラム抄録集: 87, 2017 

100. 澤ノ井朱里，武藤友恵，村上直樹，夏迫歩美，寺尾瞳，三重野志保，鶴崎俊哉：ハイハイ動作における上部体幹

の左右差および経時的変化 ―ハイハイ動作分析基準を用いて―．日本赤ちゃん学会第 17 回学術集会プログラム

抄録集: 88, 2017 

101. 武藤友恵，澤ノ井朱里，村上直樹，夏迫歩美，寺尾瞳，三重野志保，鶴崎俊哉：ハイハイ動作における下部体幹

の左右差および経時的変化 －ハイハイ動作分析基準を用いて－．日本赤ちゃん学会第 17 回学術集会プログラム

抄録集: 89, 2017 

102. 石井 瞬, 夏迫歩美, 福島卓矢, 澤山 靖, 宮崎泰司, 中野治郞: 身体活動量向上に着目したアプローチにより、骨

髄移植後に筋萎縮が進行しても下肢筋力・運動機能の維持が図れた一例. 第 39 回日本造血幹細胞移植学会総会プ

ログラム集: 101, 2017 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 8 9 18 75 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

井口 茂・教授 長崎県地域包括ケアシステム構築支援部会 
部会長 

長崎県 

井口 茂・教授 健康ながさき２１推進会議 身体活動・運動部会

部会長 
長崎県 
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井口 茂・教授 長崎地域リハビリテーション広域支援センター 長崎県 

井口 茂・教授 長崎市社会福祉審議会 高齢者福祉専門分科会

委員 
長崎市 

井口 茂・教授 長崎市社会福祉審議会 身体障害者福祉専門分

科会委員 
長崎市 

沖田 実・教授 理事, 副理事長 日本ペインリハビリテーション学会 

沖田 実・教授 理事, 教育委員会委員長 日本運動器疼痛学会 

沖田 実・教授 コアカリキュラム委員会委員 日本理学療法士協会 

沖田 実・教授 編集同人 学術誌「理学療法ジャーナル」 

沖田 実・教授 学術誌「日本基礎理学療法学雑誌」編集同人 日本基礎理学療法学会 

沖田 実・教授 学術誌「理学療法探求」編集同人 長崎大学理学療法学同門会 

沖田 実・教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

神津 玲・教授 理事，代議員，九州・沖縄支部長，呼吸リハビ

リテーション委員会副委員長，呼吸ケア指導士

認定委員会委員，呼吸ケア指導士審議委員会委

員，スキルアップセミナー実行委員会委員，編

集委員会委員，財務委員会委員，酸素療法マニ

ュアル作成委員会委員，第 27 回学術集会プログ

ラム委員会委員，医学教育事業検討委員会委員 

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 

神津 玲・教授 理事，代議員，セミナー委員会副担当理事，学

術委員会副担当理事，人工呼吸管理安全対策委

員会委員，RST ワーキンググループメンバー，

第 39 回学術集会プログラム作成ワーキンググル

ープ委員 

日本呼吸療法医学会 

神津 玲・教授 評議員 日本摂食嚥下リハビリテーション学会 

神津 玲・教授 会則検討委員会委員，早期リハビリテーション

検討委員会委員 
日本集中治療医学会 

神津 玲・教授 編集委員会委員，ガイドライン・用語策定委員

会委員会委員，分科学会・部門総合連絡調整委

員会委員，日本呼吸理学療法学会代表運営幹事 

日本理学療法士協会 

神津 玲・教授 リハビリテーション部会代表 日本集中治療教育研究会 

神津 玲・教授 学術部・学術誌編集委員会委員 国立大学リハビリテーション療法士協議会 

神津 玲・教授 世話人 呼吸リハビリテーションサイエンスフォーラ

ム 

神津 玲・教授 世話人 九州肺機能談話会 

神津 玲・教授 世話人 長崎心臓リハビリテーション研究会 

神津 玲・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

神津 玲・教授 学術誌「理学療法探求」編集同人 長崎大学理学療法学同門会 

神津 玲・教授 編集同人 学術誌「救急・集中治療」 

神津 玲・教授 編集顧問 学術誌「呼吸器ケア」 

小関弘展・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

小関弘展・教授 長崎市産業技術審査会委員 長崎市 
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坂本淳哉・准教授 理事，痛み専門医療者委員会委員長 日本ペインリハビリテーション学会 

坂本淳哉・准教授 理事，編集委員 JPTF 日本基礎理学療法学会 

坂本淳哉・准教授 代議員 日本運動器疼痛学会 

坂本淳哉・准教授 学術部長 長崎大学理学療法学同門会 

鶴崎俊哉・准教授 学術誌「理学療法学」査読委員 日本理学療法士協会 

鶴崎俊哉・准教授 幹事 長崎県小児保健学会 

鶴崎俊哉・准教授 「外部専門家活用研修事業」外部専門家 長崎県教育庁特別支援教育室 

鶴崎俊哉・准教授 療育指導 時津町知的障害児通園施設ひまわりの園 

鶴崎俊哉・准教授 保育・育児指導 住吉保育園 

鶴崎俊哉・准教授 保育・育児指導 葉山保育園 

鶴崎俊哉・准教授 保育・育児指導 長崎市子育て支援センターぴよぴよ 

鶴崎俊哉・准教授 保育・育児指導 子育て支援センターもりのクレヨン 

鶴崎俊哉・准教授 研究会事務局長，講習会講師 NBAS 研究会 

中野治郎・准教授 運営幹事，副会長 JPTF 日本基礎理学療法学会 

中野治郎・准教授 会長 長崎大学理学療法学同門会 

中野治郎・准教授 監事 日本ペインリハビリテーション学会 

中野治郎・准教授 学術誌「理学療法学」査読委員 日本理学療法士協会 

中野治郎・准教授 実行委員 長崎県がんリハビリテーション研修会実行委

員会 

中野治郎・准教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

中野治郎・准教授 世話人 長崎神経内科リハビリテーション医学研究会 

中野治郎・准教授 世話人 長崎再生医療とリハビリテーション研究会 

中野治郎・准教授 世話人 長崎がんリハビリテーション研究会 

田中貴子・助教 代議員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 

田中貴子・助教 代議員・監事 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会九

州・沖縄支部 

田中貴子・助教 COPD 対策員会 北松浦医師会 

田中貴子・助教 長崎 COPD 対策委員会 長崎市臨床内科医会 

平瀬達哉・助教 暫定代議員 日本ペインリハビリテーション学会 

平瀬達哉・助教 長崎地域リハビリテーション広域支援センター

運営委員 
長崎県西彼保健所 

平瀬達哉・助教 副会長 長崎大学理学療法学同門会 
 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（B） 
拘縮の標的分子解明と新たな理学療法の治

療戦略の開発に関する実験研究 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究  
HIF-1α を治療標的とした筋線維症に対する

理学療法学的治療戦略の開発 

折口智樹・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
生物学的製剤時代における関節リウマチに
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対するリハビリテーションに関する検討 

神津 玲・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
間質性肺疾患に対する新しい高流量酸素投

与システムを利用した運動療法効果の検証 

神津 玲・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
敗血症に対する電気刺激の筋蛋白分解への

影響と理学療法の探索 

神津 玲・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
頭頸部姿勢制御と呼吸相制御に同期した随

意運動介助型電気刺激療法の開発 

神津 玲・教授 独立行政法人環境再生保全機構 代表 第 11 期環境保健調査研究課題 
COPD 患者のアドヒアランス向上を目指し

た医療・教育・行政機関連携による新たな双 
方向支援システム 

神津 玲・教授 独立行政法人環境再生保全機構 分担 第 11 期環境保健調査研究課題 
ぜん息・COPD 患者に対する患者教育の実践 

小関弘展・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
加齢による変形性膝関節症に対する関節形

成術の分析と調査 

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
股関節疾患にみられる遠隔部の痛みの病態

解明に向けた融合型研究とその臨床評価の

意義 

鶴崎俊哉・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 
コード化によるハイハイ動作分析手法の開

発 –運動学習過程の検証のために- 

中野 治郎 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（B） 
保存療法を行うがん患者向けのリハビリテ

ーションプログラムの開発に関する段階的

研究 

田中貴子・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
COPD に対する呼吸介助の新たな治療戦略

－生理学的指標と運動耐容能からの検証－ 

平瀬達哉・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 研究活動スタート支援 
運動器慢性痛対策を念頭に置いた新たな介

護予防プログラムの開発とその効果検証 

沖田 実・教授 アルケア株式会社 ベルト式骨格筋電気刺激装置を用いた拘縮

治療用モードの開発に関する研究 

神津 玲・教授 長崎県松浦市 COPD の早期発見，早期介入のための検診事

業 
神津 玲・教授 全国健康保険協会長崎支部 COPD の早期発見，早期介入のための検診事

業 
神津 玲・教授 パラマウントベッド株式会社 医療介護用ベッド搭載機能「カインド PLUS

モーション」の使用効果の検証 

小関弘展・教授 株式会社かなえ 深部静脈血栓予防具の開発 

小関弘展・教授 公益財団法人長崎県産業振興財団 医工食連携研究会（自助具） 

小関弘展・教授 長崎県工業技術センター 金属の表面改質，骨強度測定など 
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小関弘展・教授 国立医薬品食品衛生研究所医療機器部 実験用基板の研磨，摩耗粉の採取など 

小関弘展・教授 東京医科歯科大学生体材料工学研究所 腐食現象の浸漬試験など 

小関弘展・教授 九州大学大学院工学研究院機械工学部門 金属摺動における摩擦摩耗試験など 

小関弘展・教授 独立行政法人産業技術総合研究所 酸化チタンの開発 

小関弘展・教授 昭和大学藤が丘病院臨床病理科 酸化チタンの細胞毒性試験など 

小関弘展・教授 東京大学総合研究博物館 動物とヒトに関する運動器の進化 

小関弘展・教授 長崎県窯業試験場 生体材料の物理的特性評価など 

小関弘展・教授 名古屋大学工学研究所 細菌の材料付着特性の評価など 
 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

小関弘展・教授 把持補助具 H19.8.6 H19.11.21 登録第 3137833 号 

小関弘展・教授 加圧スリッパ H28.1.15 H28.3.2 登録第 3203382 号 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

井口 茂・教授 非常勤講師（障害の理解Ⅰ，障害の理解Ⅱ） 純心大学 

沖田 実・教授 非常勤講師（痛みとリハビリテーション） 日本福祉大学通信教育部 

神津 玲・教授 非常勤講師（呼吸リハビリテーション） 大分リハビリテーション専門学校 

神津 玲・教授 客員教授 森ノ宮医療大学 

鶴崎俊哉・准教授 非常勤講師（リハビリテーション概論，チー

ム医療論Ⅱ） 
活水女子大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

井口 茂・教授 運動器機能高め 健康

寿命を延ばそう 
長崎新聞 2017 年 

11 月 11 日 
介護予防としての運動内容の紹介と効

果について解説 

井口 茂・教授 【ロコモティブシン

ドローム（運動器症候

群）】ロコモを防ぐ体

操（座ってできる編） 

KTN テレビ長

崎 
2017 年 
11 月 24 日 

中高年に多い膝痛、腰痛などの運動器障

害の予防のための運動方法を解説 

 

○特筆すべき事項 
①長崎市医師会，臨床内科医会，長崎市健康づくり課と協働で毎月 1回，COPD検診（早期発見と医療機関紹介）を実施

している。 

 


